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乳幼児むけの 

おはなし会のお知らせだよ☆ 

 

 

 

 

 

毎週水曜日は視聴覚室開放 DAY♪（午前９：００～午後５：００まで） 

        おもちゃや絵本で楽しんでください☆ 

 

 

９月７日、１４日、２８日⇒午前１０：００～ 

２１日⇒午前１１：００～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：９月６日（火）  

午前１１：００～ 

大人向けの音読会です！もちろんお子さ

んも参加できます☆ 

今月も、『寿限無』を一緒に、声に出して

読みます。脳と心に刺激を与えましょう！ 

タイトル文字：滝平二郎 

 

少しくらい騒

がしくなって

も大丈夫！ 

９月３日（土）午前１１：００～ 

図書館スタッフによるおはなし会 

場所：明野図書館 児童室 

９月１８日（日）午後３：００～ 

やまびこさんによるおはなし会 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時： ９月 ２４日（土） 午前１０：００～ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

 

どなたでもご覧いただけます♪もちろん無料！ 

お申込みは不要です。 

当日直接、明野図書館 視聴覚室までお越しください。 

今回も映画コンシェルジュによる解説付きです☆ 

月と星の特集です！ 

どんな本がコーナーに並ぶのかな？ 

月々の特集コーナーは、カウンター前

にあるよ♪ 

幻想的で、神秘的な宇宙の世界を 

のぞいてみよう♪ 

お楽しみに(*^^)v 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/
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第 22回全国報徳サミット 南相馬市大会に期待するもの 

板橋英雄 

 

 平成 28年 10月 7日（金）から 8日（土）までの二日間、第 22回全国報徳サミット南相馬市大会が開催

されます。10月 8日（土）午前は、報徳サミットが南相馬市市民文化会館（ゆめはっと）で行われます。

私は今年も是非行きたいと思います。 

 私が筑西市郷土史講座生として初めて全国報徳サミットに参加したのは、第 13回 平成 19年度茨城県

筑西市大会からです。その後今日まで 9回開催され、私は 6回参加することが出来、多くのことを学びま

した。その一例を報告します。 

 筑西市郷土史講座 桐原光明講師より、全国報徳サミット開催地域の尊徳仕法についての講義を受けま

した。例えば「二宮金次郎が飢饉を予知して米以外雑穀を 5俵ずつ桜町領民に貯蔵を促した。その結果、

天保 7年の飢饉の際は、一人も餓死者が出ず、烏山領 800人に食糧を贈り救済した。」このような内容を

事前に学習してから全国報徳サミットに参加したので、基調講演をした国士舘大学名誉教授阿部昭氏によ

る「報徳仕法成立の秋（とき）」の講演内容が少しは理解することが出来ました。事前学習の大切さや達

成感など大きな感動を得ました。（第 20回全国報徳サミット真岡市大会 平成 26年 11月 29日） 

 「第 18回全国報徳サミット御殿場市大会 （平成 24年 11月 17日）」に参加して 21世紀の主役として

活躍する小学生、中学生、高校生等によるオープニングゲームや尊徳をテーマとしたミュージカル、体験

発表、楽器演奏（和太鼓）など、躍動的で若さあふれる姿に感動し、これから少しでも勉強しようという

意欲、元気をもらいました。自分に出来ること、無理をしないことの大切さをあらためて痛感いたしまし

た。この考えを忘れずに、人生 90年の時代に向かって一歩を踏み出したいものです。 

 全国報徳研究市長協議会加盟 18市町による代表者の「報徳のまちづくりパネルディスカッション」で特

に印象に残ったものは、相馬市長 立谷秀清氏の発言、耕作地約 4反歩の広さの土地に備蓄できる倉庫（食

料、飲料水等）の建設計画を進めており、災害発生時、尊徳加盟市町に優先的に支援したい「推譲は推譲

で返す」と決意が述べられました。（第 18回全国報徳サミット御殿場市大会 平成 24年 11月 17日）私

も平常出来る小さなこと、例えば「積小為大」の教えからペットボトルのキャップを 800個集めて開発途

上国の人々の生命を救済する事業に協力しています。小さなことですが努力すれば大きな事ができます。 

 桜町陣屋跡に立って感じたことは、尊徳が廻村し、村の実情を足で歩き、調査していることです。尊徳

は足で歩いて調査から始まります。行動すると原稿を書くチャンスが生まれます。最後に私の郷土史学習

の指針としている郷土史語録を紹介いたします。“私は知らない。知らないから勉強している”ソクラテ

スの「無知の知」より（平成 20年 7月 20日 桐原光明郷土史語録より）この郷土史語録を念頭に入れて

第 22回全国報徳サミット南相馬市大会に参加したいと思います。  

（いたばし ひでお／筑西市郷土史を考える会会員） 

 


